
 

 

 

 

 

 

 

 8月 31日（金）にあさぎり・おおくら総合支

援センターで、朝霧小学校教員のみなさん、保

護者のみなさん、地域のみなさんで、「あさぎ

りっ子たちにどんな子になってほしいか。どん

な力をつけたいか。」をテーマに対話の会が開

かれました。地域の中では「朝霧校区まちづく

り計画書」を策定する段階でこうした対話を重

ねてこられ、また現在もまちづくりのために対

話をすすめられているという実績があります。

また、学校の中でも先生方同士で「ラボろう」

を通じて様々なテーマについて対話を重ねてきて

いるということもあります。まだまだ暑い中です

が、いざ対話が始まると、集まっていただいた保

護者のみなさんと地域のみなさん、そして朝霧小

学校の教員のみなさんで、朝霧小校区の子どもた

ちについて和気あいあいと想いのこもった対話が

行われました。参加された保護者の方からは、

「普段、話をしない先生方ともたくさん話ができ

ました。どの先生方も個性的で素敵ですね。楽

しかったです。」といったような感想も頂いた

そうです。「たくさん話ができた。」「楽しか

った。」という実感を持っていただいたのがこ

の対話の何よりの成果ではと思います。対話の

テーマは少々固めですが、実際の対話では脱線

しながらいろいろな角度から話がでたのではと

思います。答えを出す対話ではなく、つながり

を実感できる対話になったのではと思います。

そうした対話の中で、朝霧の子どもたちをみん

なで育てていくんだという方向性は共有されたのではと思います。 

 対話では「えんたくん」が使われています。「えんたくん」を使っての記録をオープンスクー

ル等で多くの地域の方や保護者の方にも見てもらうことで、関心を高めてもらえるのではと思い
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ます。また、普段からで

もこの「えんたくん」を

使いながら、対話の機会

を創っていくことも必要

なんだろうなと思いま

す。「たくさん話ができ

た。」「楽しかった。」

という実感がクリエイテ

ィブの原動力になってい

くと考えます。 

 林小学校では敬老会に子どもたち有志が地域に伝わる「林音頭」を披露

されるそうです。そのために、2学期が始まってから業間の時間にコミュ

ニティ・ルームで「林音頭」の練習を行っています。毎日、地域の方が指

導にやってこられ、子どもたちと一緒に身体を動かされています。 

ほんの 10分か 15分のために暑い中を足を運んでいただけるのは、本当

にありがたいなと思います。地域の方からは「学校は久しぶりやな」（本

当にどれくらい久しぶりなんだろう？10年、20年、30年？いやもっ

と？）、「私たちも本当に元気になるわ！」、「子どもたちはすぐ覚えて

くれる！やりがいがある」といった声をいただいているようです。これが

地域の方が学校に足を運んでいただけるきっかけになればいいなと思いま

す。子どもたちは、この指とまれ方式で当日の参加・不参加関係なく、自

分のペースでコミュニティ・ルームに集まって、踊って帰っていくそうで

す。何か、これからの学校のあり方のヒントがあるような気がします。そんな様子を林校区まち

づくり協議会さんの公式 Lineでも次のように地域に向けて発信されています。こうした発信をみ

ても、学校と地域のつながりを感じます。どんな林音頭が仕上がっていくのか楽しみです。 

この林校区の取組をみて、夏休み明け、このコミュニテ

ィ・ルームでの地域の方との会話を楽しみにしている子もい

るかもしれないなと思いました。校長先生がこのコミュニテ

ィ・ルームをつくられたのも、「地域の方がぶらっと立ち寄

られ、子どもと話をする場になればいいな」、「子どもがコ

ミュニティ・ルームを気軽にのぞけるようになったらいい

な」といった思いからだと聞いています。まさしく、「林音

頭」をきっかけにこのコミュニティ・ルームがそんな部屋に

なるのではという予感がします。子どもたちは林音頭を通じ

て地域の方と触れ合う中で、地域の方から一杯の“愛”を注

いでもらっているのだと思います。コミュニティ・ルームが

そんな子どもたちが“愛”をもらえる部屋になったらいい

な、そして、地域の方にとっても元気がでる部屋になったら

いいなと思います。          （文責：北本） 

こんな地域とのつながり方も こんなプロジェクトも 

 

今年の敬老会アトラクション

で出演が決まっている林小学

校の皆さんは、毎日林音頭を

頑張って練習してくれている

とのこと。地域の方も学校へ

出向き、子ども達に踊り方を

教えてくださっています。 

このような林小と地域の繋が

りが、創立記念の今年だけで

なく、これからも続いていっ

てほしいものですね。 
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